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クリーンテック株式＆
グリーンボンド・ファンド

（資産成長型）
（愛称：みらい Earth 成長型）
（予想分配金提示型）

（愛称：みらい Earth 分配型）★当 ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／内外／資産複合
信託期間 2020年 2 月18日～2030年 5 月10日
運用方針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資
対　　象

イ ．アクサ　ＩＭクリーンテック関連株式ファンド（為替
ヘッジなし）（適格機関投資家専用）の受益証券

ロ ．アクサ　ＩＭグリーンボンド・ファンド（為替ヘッジ
なし）（適格機関投資家専用）の受益証券

組入制限 投資信託証券組入上限比率 無制限

分配方針

資産成長型

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買
益（評価益を含みます。）等とし、原則とし
て、信託財産の成長に資することを目的に、配
当等収益の中から基準価額の水準等を勘案して
分配金額を決定します。ただし、配当等収益が
少額の場合には、分配を行なわないことがあり
ます。

予想分配金
提 示 型

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買
益（評価益を含みます。）等とし、原則とし
て、分配対象額の範囲内で、下記イ．および
ロ．に基づき分配します。ただし、分配対象額
が少額の場合には、分配を行なわないことがあ
ります。
　イ ．計算期末の前営業日の基準価額（ 1万口

当り。既払分配金を加算しません。以下同
じ。）が10, 500円未満の場合、原則とし
て、基準価額の水準等を勘案して分配金額
を決定します。

　ロ ．計算期末の前営業日の基準価額が10, 500
円以上の場合、原則として、当該基準価額
に応じ、下記の金額（ 1万口当り）を分配
することをめざします。

（ａ）10, 500円以上11, 000円未満の場合…300円
（ｂ）11, 000円以上11, 500円未満の場合…350円
（ｃ）11, 500円以上12, 000円未満の場合…400円
（ｄ）12, 000円以上12, 500円未満の場合…450円
（ｅ）12, 500円以上の場合　　　　　　…500円
　なお、当該計算期末に向けて基準価額が急激
に変動した場合等には、上記の分配を行なわな
いことがあります。

受益者のみなさまへ

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
当ファンドは、日本を含む世界のクリーン

テック関連企業の株式およびグリーンボンド
に投資し、信託財産の成長をめざしておりま
す。当作成期につきましてもそれに沿った運
用を行ないました。ここに、運用状況をご報
告申し上げます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、

お願い申し上げます。

◇SUZ0341020221111◇

運用報告書（全体版）
第 6期

（決算日　2022年11月11日）
（作成対象期間　2022年 5 月12日～2022年11月11日）



クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（資産成長型）

資産成長型

決　　算　　期
基 準 価 額 投 資 信 託

受 益 証 券
組 入 比 率

純 資 産
総 　 額（分配落） 税 込 み

分 配 金
期 　 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ 百万円
2期末（2020年11月11日） 11, 053 0 22. 6 97. 8 1, 872
3 期末（2021年 5 月11日） 12, 050 0 9. 0 98. 3 6, 269
4 期末（2021年11月11日） 12, 986 0 7. 8 99. 0 9, 917 
5 期末（2022年 5 月11日） 11, 500 0 △ 11. 4 98. 6 9, 201 
6 期末（2022年11月11日） 12, 112 0 5. 3 98. 7 9, 652 

（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

 最近5期の運用実績
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（資産成長型）

基準価額等の推移について 

運用経過

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

■基準価額・騰落率
期　首：11, 500円
期　末：12, 112円（分配金 0円）
騰落率：5. 3％（分配金込み）

■基準価額の主な変動要因
当作成期の基準価額は、主として、保有している債券の価格が下落したことがマイナス要因と
なったものの、米ドルやユーロが対円で上昇（円安）したことなどがプラス要因となり、上昇しま
した。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

■組入ファンドの当作成期中の騰落率と期末の組入比率
組入ファンド 騰落率 比　率

アクサ ＩＭクリーンテック関連株式ファンド
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） 14. 1％ 50. 0％

アクサ ＩＭグリーンボンド・ファンド
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） △1. 7％ 48. 7％
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基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

（注）分配金再投資基準価額は、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（資産成長型）

 年　　　月　　　日
基　　　準　　　価　　　額 投 資 信 託

受 益 証 券
組 入 比 率騰　　落　　率

円 ％ ％
（期首）2022年 5 月11日 11, 500 ― 98. 6

5 月末 11, 906 3. 5 98. 9
6 月末 11, 482 △ 0. 2 98. 6
7 月末 12, 068 4. 9 98. 7
8 月末 11, 994 4. 3 99. 5
9 月末 11, 450 △ 0. 4 98. 8
10月末 12, 102 5. 2 99. 0

（期末）2022年11月11日 12, 112 5. 3 98. 7
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（資産成長型）

■グローバル株式市況
グローバル株式市況は、ほぼ横ばいで推移しました。
グローバル株式市況は、当作成期首より、インフレ率の予想以上の上昇を受けてＦＲＢ（米国連
邦準備制度理事会）が利上げを加速するとの思惑が強まったことなどから下落しました。2022年 6
月半ばにＦＲＢが利上げ幅拡大を決定した後は、悪材料出尽くし観測などから上昇に転じ、またイ
ンフレ率がピークアウトするとの期待感などもあり、 8月中旬にかけて上昇が続きました。その後
は、パウエルＦＲＢ議長が景気回復よりもインフレ抑制を優先する姿勢を強調したことや、予想以
上のインフレ率の上昇で欧米の金利が上昇したこと、英国の財政悪化懸念から英国債が急落したこ
と、企業業績の見通しの下方修正が相次いだことなどが嫌気され、10月半ばにかけて下落しまし
た。その後は、英国発の混乱が収束し欧米の金利上昇が一服したことなどから、当作成期末にかけ
て株価は反発し、総じて当作成期首の水準をほぼ回復しました。

■グローバル債券市況
グローバル債券市況は、金利はおおむね上昇（債券価格は下落）しました。
グローバル債券市況は、当作成期首より、米国のＣＰＩ（消費者物価指数）が大きく予想を上振
れたことなどから利上げの織り込みが加速し、金利は上昇しました。その後は、米国の金融引き締
めによる景気悪化が意識されて金利が低下する局面があったものの、雇用統計などの経済指標が良
好な結果であったことから景気悪化懸念が後退し、金利は大きく上昇しました。2022年 9 月以降
も、堅調な労働市場に加えてＣＰＩが予想を上振れたことなどから、さらなる金融引き締め観測が
織り込まれ、金利は大きく上昇しました。また、英国で大規模な財政政策が発表されたことで英国
金利が急上昇し、世界的に金利が上昇したことも、金利上昇圧力となりました。
■為替相場（米ドル／円、ユーロ／円）
為替相場は、米ドル円、ユーロ円ともに上昇しました。
米ドル円為替相場は、当作成期首より、米国で大幅な利上げが行われたことなどから、上昇しま
した。2022年 7 月後半には、米国金利が低下に転じると日米金利差の縮小が意識され、円が買い戻
されたことで円高米ドル安となりました。しかし 8月には、米国金利の上昇により日米金利差が再
度拡大したことなどから、円安米ドル高が進行しました。 9月に入ると、ＦＲＢ（米国連邦準備制
度理事会）が大幅な金融引き締めを決定したのに対し、日銀は金融緩和政策の維持を決定したこと
で急速に円安米ドル高が進行しました。これを受け、日本政府・日銀は円買い介入を実施したもの
の、影響は限定的なものにとどまりました。その後も、米国金利が上昇したことで日米金利差が意
識され、円安米ドル高基調のまま推移しましたが、11月に入ると、インフレの減速期待などから米
国金利が低下したことで日米金利差の縮小が意識され、円高米ドル安に転じ、当作成期末を迎えま
した。
ユーロ円為替相場は、ＥＣＢ（欧州中央銀行）がタカ派姿勢を強めた一方で、日銀は依然として
緩和姿勢を維持していたため、金利差の拡大が意識されたことで、上昇しました。

投資環境について （2022. 5. 12 ～ 2022. 11. 11）
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（資産成長型）

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
純資産総額に対して、「クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）」の組入比率を

50％程度、「グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）」の組入比率を50％程度とすることを
めざします。
※クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）: アクサ　ＩＭクリーンテック関連株式
ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
　グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）: アクサ　ＩＭグリーンボンド・ファンド（為
替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）

■クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）
当ファンドは、「地球温暖化対策」、「環境汚染防止」、「廃棄物処理・資源有効利用」、「持続可能

な食糧供給」などのテーマに着目して、これらの分野で優れた技術を有し、その技術を事業化して
いる企業に投資を行います。環境産業は、環境への世界的な関心の高まりに加え、新たなテクノロ
ジーの出現や政府および国際機関による政策的後押しなどによって長期的に大きく成長することが
期待されています。
■グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）

当ファンドは、グリーンボンド、すなわち二酸化炭素の排出量削減や再生可能エネルギー発電能
力の増強など、環境にやさしいプロジェクト向けの資金調達を目的として発行された公社債に投資
を行います。資金使途を環境分野へ限定したグリーンボンドは、近年、環境意識の高まりなどから
発行体の数が増加し、発行する業種にも多様化が見られます。グリーンボンドは、市場規模の拡大
に伴い、今後注目が高まる投資資産と考えています。当ファンドでは、クレジット分析などの一般
的な債券分析の手法に加えて、ＥＳＧ（環境・社会・ガバナンス）の観点からも銘柄を選定するこ
とで優良なグリーンボンドへの投資を行い、安定したリターンを獲得することをめざしていく方針
です。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（資産成長型）

■当ファンド
当ファンドは、「クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）」および「グリーンボン

ド・ファンド（為替ヘッジなし）」へ投資するファンド・オブ・ファンズです。当作成期は、純資
産総額に対して、クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）の組入比率を50％程度、グ
リーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）の組入比率を50％程度、組み入れました。
■クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）

当ファンドは、「地球温暖化対策」、「環境汚染防止」、「廃棄物処理・資源有効利用」、「持続可能
な食糧供給」などのテーマに着目して、これらの分野で優れた技術を有し、その技術を事業化して
いる企業に投資を行いました。
「地球温暖化対策」では米国の再生可能エネルギー大手のネクステラ・エナジー、「環境汚染防
止」では英国の水質検査装置のリーディングカンパニーのハルマ、「廃棄物処理・資源有効利用」
ではカナダの廃棄物処理業者ウエイスト・コネクションズ、「持続可能な食糧供給」では農薬散布
を最適化する技術の開発に取り組む米国の農機メーカーのディアなどの企業に投資しました。
■グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）

当ファンドは、グリーンボンド、すなわち二酸化炭素の排出量削減や再生可能エネルギー発電能
力の増強など、環境にやさしいプロジェクト向けの資金調達を目的として発行された公社債に投資
を行いました。通貨別ではユーロ建てが最も多く、次いで米ドル建てなどに投資しました。債券種
別配分では社債を多めに配分しており、中でもユーロ建社債を選好しました。地域別では、欧州周
辺国への配分をやや多めとし、新興国については引き続きチリ、インドネシアなどを中心に多めの
配分としました。

ポートフォリオについて （2022. 5. 12 ～ 2022. 11. 11）
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（資産成長型）

当作成期は、経費控除後の配当等収益が計上できなかったため、収益分配を見送らせていただきま
した。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

 ■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2022年 5 月12日
～2022年11月11日

当期分配金（税込み） （円） ―
対基準価額比率 （％） ―
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） ―  

翌期繰越分配対象額 （円） 2, 859 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

分配金について

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。

ベンチマークとの差異について
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（資産成長型）

■当ファンド
純資産総額に対して、「クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）」の組入比率を

50％程度、「グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）」の組入比率を50％程度とすることを
めざします。
■クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）

当ファンドは、「地球温暖化対策」、「環境汚染防止」、「廃棄物処理・資源有効利用」、「持続可能
な食糧供給」などのテーマに着目して、これらの分野で優れた技術を有し、その技術を事業化して
いる企業に投資を行います。環境産業は、環境への世界的な関心の高まりに加え、新たなテクノロ
ジーの出現や政府および国際機関による政策的後押しなどによってさらなる投資機会が創出される
ものと期待されます。引き続き、高い技術力と競争優位性のある質の高いクリーンテック関連企業
に投資することにより、地球環境を守るための政策の後押しや人々の行動の変化を背景に長期的な
成長が期待できると考えます。
■グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）

当ファンドは、グリーンボンド、すなわち二酸化炭素の排出量削減や再生可能エネルギー発電能
力の増強など、環境にやさしいプロジェクト向けの資金調達を目的として発行された公社債に投資
を行います。資金使途を環境分野へ限定したグリーンボンドは、近年、環境意識の高まりなどから
発行体の数が増加し、発行する業種にも多様化が見られます。グリーンボンドは、市場規模の拡大
に伴い、今後注目が高まる投資資産と考えています。当ファンドでは、クレジット分析などの一般
的な債券分析の手法に加えて、ＥＳＧ（環境・社会・ガバナンス）の観点からも銘柄を選定するこ
とで優良なグリーンボンドへの投資を行い、安定したリターンを獲得することをめざしていく方針
です。

今後の運用方針
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（資産成長型）

1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2022. 5. 12～2022. 11. 11） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  68円 0. 577％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は11, 803円です。

（投 信 会 社）  （21） （0. 177）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社）  （46） （0. 388）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社）  （1） （0. 011） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ― ―
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用  0   0. 004  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監 査 費 用）  （0） （0. 004） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合　　　　 計  69   0. 581  

（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（資産成長型）

参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1. 69％です。

総経費率
1. 69％

運用管理費用
（投信会社）
0. 35％

運用管理費用
（販売会社）
0. 77％

運用管理費用
（受託会社）
0. 02％

その他費用
0. 01％

運用管理費用
0. 51％

運用管理費用以外
0. 03％

　投資先
ファンド
0. 54％　

当ファンド
1. 15%

総経費率　（　①　＋　②　＋　③　） 1. 69％
①当ファンドの費用の比率 1. 15％
②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0. 51％
③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0. 03％

（注 1）投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）投資先ファンドにおいて、上記以外に含まれていない費用は認識しておりません。
（注 4）各比率は、年率換算した値です。
（注 5）①の費用は、 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 6）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。
（注 7）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注 8）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。

3410-1_20221111_交_鈴_S.indb   3 2023/01/13   9:16:43

10



クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（資産成長型）

 ■利害関係人との取引状況等
当作成期中における利害関係人との取引はありません。

 ■売買および取引の状況
投資信託受益証券

（2022年 5 月12日から2022年11月11日まで）
買　　　　　　付 売　　　　　　付

口　　　数 金　　　額 口　　　数 金　　　額

国　
　

内

千口 千円 千口 千円
アクサ ＩＭクリーンテック関連株式ファンド
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） 68, 343. 903 95, 000 252, 964. 383 380, 000 

アクサ ＩＭグリーンボンド・ファンド
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） 242, 060. 419 250, 000 58, 858. 152 60, 000 

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）金額の単位未満は切捨て。

 ■組入資産明細表
 ファンド・オブ・ファンズが組み入れた邦貨建ファンド
の明細

ファンド名 当　　　期　　　末
口　数 評価額 比　率

千口 千円 ％
国内投資信託受益証券
アクサ ＩＭクリーンテック関連
株式ファンド（為替ヘッジなし）
（適格機関投資家専用）

3, 223, 671. 2 4, 830, 671 50. 0 

アクサ ＩＭグリーンボンド・
ファンド（為替ヘッジなし）
（適格機関投資家専用）

4, 642, 080. 335 4, 699, 177 48. 7 

合 計
口 数 、 金 額 7, 865, 751. 535 9, 529, 849 
銘 柄 数 ＜ 比 率＞ 2 銘柄 ＜98. 7％＞ 

（注 1）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注 2）評価額の単位未満は切捨て。

 ■投資信託財産の構成
2022年11月11日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
投資信託受益証券 9, 529, 849 98. 1 
コール・ローン等、その他 184, 953 1. 9 
投資信託財産総額 9, 714, 802 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

 ■資産、負債、元本および基準価額の状況
2022年11月11日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 9, 714, 802, 764円

コール・ローン等 184, 953, 548  
投資信託受益証券（評価額） 9, 529, 849, 216  

（Ｂ）負債 62, 166, 349  
未払解約金 7, 437, 804  
未払信託報酬 54, 336, 788  
その他未払費用 391, 757  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 9, 652, 636, 415  
元本 7, 969, 493, 081  
次期繰越損益金 1, 683, 143, 334  

（Ｄ）受益権総口数 7, 969, 493, 081口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 12, 112円

＊ 期首における元本額は8, 001, 609, 399円、当作成期間中における追加設定元本額
は466, 917, 759円、同解約元本額は499, 034, 077円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は12, 112円です。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（資産成長型）

 ■損益の状況
当期  自 2022年 5 月12日  至 2022年11月11日

項　　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 △  24, 330円

受取利息 572  
支払利息 △  24, 902  

（Ｂ）有価証券売買損益 530, 121, 575  
売買益 639, 661, 691  
売買損 △  109, 540, 116  

（Ｃ）信託報酬等 △  54, 728, 545  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 475, 368, 700  
（Ｅ）前期繰越損益金 △  284, 329, 708  
（Ｆ）追加信託差損益金 1, 492, 104, 342  

（配当等相当額） （ 935, 391, 875）
（売買損益相当額） （ 556, 712, 467）

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 1, 683, 143, 334  
次期繰越損益金（Ｇ） 1, 683, 143, 334  
追加信託差損益金 1, 492, 104, 342  
（配当等相当額） （ 935, 391, 875）
（売買損益相当額） （ 556, 712, 467）
分配準備積立金 786, 964, 363  
繰越損益金 △  595, 925, 371  

（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3） 収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項　　　　目 当　　　期

（ａ）経費控除後の配当等収益  0円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0　
（ｃ）収益調整金 1, 492, 104, 342　
（ｄ）分配準備積立金 786, 964, 363　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 2, 279, 068, 705　
（ｆ）分配金  0　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 2, 279, 068, 705　
（ｈ）受益権総口数 7, 969, 493, 081口
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（予想分配金提示型）

予想分配金提示型

決　　算　　期
基 準 価 額 投 資 信 託

受 益 証 券
組 入 比 率

純 資 産
総 　 額（分配落） 税 込 み

分 配 金
期 　 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ 百万円
2期末（2020年11月11日） 10, 731 350 22. 9 82. 4 1, 784
3 期末（2021年 5 月11日） 11, 290 400 8. 9 96. 4 3, 866 
4 期末（2021年11月11日） 11, 727 450 7. 9 98. 2 4, 729 
5 期末（2022年 5 月11日） 10, 388 0 △ 11. 4 94. 8 4, 280 
6 期末（2022年11月11日） 10, 654 300 5. 4 97. 7 4, 065 

（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

 最近5期の運用実績
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（予想分配金提示型）

基準価額等の推移について 

運用経過

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（円）

期　首
（2022. 5. 11）

期　末
（2022. 11. 11）

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

11, 500

11, 000

10, 500

10, 000

9, 500

（億円）
80

60

40

20

0

（注）分配金再投資基準価額は、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。

■基準価額・騰落率
期　首：10, 388円
期　末：10, 654円（分配金300円）
騰落率：5. 4％（分配金込み）

■基準価額の主な変動要因
当作成期の基準価額は、主として、保有している債券の価格が下落したことがマイナス要因と
なったものの、米ドルやユーロが対円で上昇（円安）したことなどがプラス要因となり、上昇しま
した。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

■組入ファンドの当作成期中の騰落率と期末の組入比率
組入ファンド 騰落率 比　率

アクサ ＩＭクリーンテック関連株式ファンド
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） 14. 1％ 49. 6％

アクサ ＩＭグリーンボンド・ファンド
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） △1. 7％ 48. 1％
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（予想分配金提示型）

 年　　　月　　　日
基　　　準　　　価　　　額 投 資 信 託

受 益 証 券
組 入 比 率騰　　落　　率

円 ％ ％
（期首）2022年 5 月11日 10, 388 ― 94. 8 

5 月末 10, 769 3. 7 99. 0 
6 月末 10, 383 △ 0. 0 99. 3 
7 月末 10, 922 5. 1 99. 0 
8 月末 10, 858 4. 5 98. 7 
9 月末 10, 368 △ 0. 2 99. 1 
10月末 10, 956 5. 5 99. 2 

（期 末）2022年11月11日 10, 954 5. 4 97. 7 
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（予想分配金提示型）

投資環境について （2022. 5. 12 ～ 2022. 11. 11）

■グローバル株式市況
グローバル株式市況は、ほぼ横ばいで推移しました。
グローバル株式市況は、当作成期首より、インフレ率の予想以上の上昇を受けてＦＲＢ（米国連
邦準備制度理事会）が利上げを加速するとの思惑が強まったことなどから下落しました。2022年 6
月半ばにＦＲＢが利上げ幅拡大を決定した後は、悪材料出尽くし観測などから上昇に転じ、またイ
ンフレ率がピークアウトするとの期待感などもあり、 8月中旬にかけて上昇が続きました。その後
は、パウエルＦＲＢ議長が景気回復よりもインフレ抑制を優先する姿勢を強調したことや、予想以
上のインフレ率の上昇で欧米の金利が上昇したこと、英国の財政悪化懸念から英国債が急落したこ
と、企業業績の見通しの下方修正が相次いだことなどが嫌気され、10月半ばにかけて下落しまし
た。その後は、英国発の混乱が収束し欧米の金利上昇が一服したことなどから、当作成期末にかけ
て株価は反発し、総じて当作成期首の水準をほぼ回復しました。

■グローバル債券市況
グローバル債券市況は、金利はおおむね上昇（債券価格は下落）しました。
グローバル債券市況は、当作成期首より、米国のＣＰＩ（消費者物価指数）が大きく予想を上振
れたことなどから利上げの織り込みが加速し、金利は上昇しました。その後は、米国の金融引き締
めによる景気悪化が意識されて金利が低下する局面があったものの、雇用統計などの経済指標が良
好な結果であったことから景気悪化懸念が後退し、金利は大きく上昇しました。2022年 9 月以降
も、堅調な労働市場に加えてＣＰＩが予想を上振れたことなどから、さらなる金融引き締め観測が
織り込まれ、金利は大きく上昇しました。また、英国で大規模な財政政策が発表されたことで英国
金利が急上昇し、世界的に金利が上昇したことも、金利上昇圧力となりました。
■為替相場（米ドル／円、ユーロ／円）
為替相場は、米ドル円、ユーロ円ともに上昇しました。
米ドル円為替相場は、当作成期首より、米国で大幅な利上げが行われたことなどから、上昇しま
した。2022年 7 月後半には、米国金利が低下に転じると日米金利差の縮小が意識され、円が買い戻
されたことで円高米ドル安となりました。しかし 8月には、米国金利の上昇により日米金利差が再
度拡大したことなどから、円安米ドル高が進行しました。 9月に入ると、ＦＲＢ（米国連邦準備制
度理事会）が大幅な金融引き締めを決定したのに対し、日銀は金融緩和政策の維持を決定したこと
で急速に円安米ドル高が進行しました。これを受け、日本政府・日銀は円買い介入を実施したもの
の、影響は限定的なものにとどまりました。その後も、米国金利が上昇したことで日米金利差が意
識され、円安米ドル高基調のまま推移しましたが、11月に入ると、インフレの減速期待などから米
国金利が低下したことで日米金利差の縮小が意識され、円高米ドル安に転じ、当作成期末を迎えま
した。
ユーロ円為替相場は、ＥＣＢ（欧州中央銀行）がタカ派姿勢を強めた一方で、日銀は依然として
緩和姿勢を維持していたため、金利差の拡大が意識されたことで、上昇しました。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（予想分配金提示型）

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
純資産総額に対して、「クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）」の組入比率を

50％程度、「グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）」の組入比率を50％程度とすることを
めざします。
※クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）: アクサ　ＩＭクリーンテック関連株式
ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
　グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）: アクサ　ＩＭグリーンボンド・ファンド（為
替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）

■クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）
当ファンドは、「地球温暖化対策」、「環境汚染防止」、「廃棄物処理・資源有効利用」、「持続可能

な食糧供給」などのテーマに着目して、これらの分野で優れた技術を有し、その技術を事業化して
いる企業に投資を行います。環境産業は、環境への世界的な関心の高まりに加え、新たなテクノロ
ジーの出現や政府および国際機関による政策的後押しなどによって長期的に大きく成長することが
期待されています。
■グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）

当ファンドは、グリーンボンド、すなわち二酸化炭素の排出量削減や再生可能エネルギー発電能
力の増強など、環境にやさしいプロジェクト向けの資金調達を目的として発行された公社債に投資
を行います。資金使途を環境分野へ限定したグリーンボンドは、近年、環境意識の高まりなどから
発行体の数が増加し、発行する業種にも多様化が見られます。グリーンボンドは、市場規模の拡大
に伴い、今後注目が高まる投資資産と考えています。当ファンドでは、クレジット分析などの一般
的な債券分析の手法に加えて、ＥＳＧ（環境・社会・ガバナンス）の観点からも銘柄を選定するこ
とで優良なグリーンボンドへの投資を行い、安定したリターンを獲得することをめざしていく方針
です。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（予想分配金提示型）

ポートフォリオについて （2022. 5. 12 ～ 2022. 11. 11）

■当ファンド
当ファンドは、「クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）」および「グリーンボン

ド・ファンド（為替ヘッジなし）」へ投資するファンド・オブ・ファンズです。当作成期は、純資
産総額に対して、クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）の組入比率を50％程度、グ
リーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）の組入比率を50％程度、組み入れました。
■クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）

当ファンドは、「地球温暖化対策」、「環境汚染防止」、「廃棄物処理・資源有効利用」、「持続可能
な食糧供給」などのテーマに着目して、これらの分野で優れた技術を有し、その技術を事業化して
いる企業に投資を行いました。
「地球温暖化対策」では米国の再生可能エネルギー大手のネクステラ・エナジー、「環境汚染防
止」では英国の水質検査装置のリーディングカンパニーのハルマ、「廃棄物処理・資源有効利用」
ではカナダの廃棄物処理業者ウエイスト・コネクションズ、「持続可能な食糧供給」では農薬散布
を最適化する技術の開発に取り組む米国の農機メーカーのディアなどの企業に投資しました。
■グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）

当ファンドは、グリーンボンド、すなわち二酸化炭素の排出量削減や再生可能エネルギー発電能
力の増強など、環境にやさしいプロジェクト向けの資金調達を目的として発行された公社債に投資
を行いました。通貨別ではユーロ建てが最も多く、次いで米ドル建てなどに投資しました。債券種
別配分では社債を多めに配分しており、中でもユーロ建社債を選好しました。地域別では、欧州周
辺国への配分をやや多めとし、新興国については引き続きチリ、インドネシアなどを中心に多めの
配分としました。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（予想分配金提示型）

分配金について

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。

ベンチマークとの差異について

当作成期の 1万口当り分配金（税込み）は下記「分配原資の内訳（ 1万口当り）」の「当期分配金
（税込み）」欄をご参照ください。
収益分配金の決定根拠は下記「収益分配金の計算過程（ 1万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

 ■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2022年 5 月12日
～2022年11月11日

当期分配金（税込み） （円） 300 
対基準価額比率 （％） 2. 74 
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） 300 

翌期繰越分配対象額 （円） 1, 316 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

 ■収益分配金の計算過程（ 1万口当り）
項 目 当 期

（ａ）経費控除後の配当等収益  0. 00円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0. 00　
（ｃ）収益調整金 1, 028. 99　
（ｄ）分配準備積立金 587. 04　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 1, 616. 03　
（ｆ）分配金 300. 00　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 1, 316. 03　
（注） を付した該当項目から分配金を計上しています。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（予想分配金提示型）

今後の運用方針

■当ファンド
純資産総額に対して、「クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）」の組入比率を

50％程度、「グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）」の組入比率を50％程度とすることを
めざします。
■クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）

当ファンドは、「地球温暖化対策」、「環境汚染防止」、「廃棄物処理・資源有効利用」、「持続可能
な食糧供給」などのテーマに着目して、これらの分野で優れた技術を有し、その技術を事業化して
いる企業に投資を行います。環境産業は、環境への世界的な関心の高まりに加え、新たなテクノロ
ジーの出現や政府および国際機関による政策的後押しなどによってさらなる投資機会が創出される
ものと期待されます。引き続き、高い技術力と競争優位性のある質の高いクリーンテック関連企業
に投資することにより、地球環境を守るための政策の後押しや人々の行動の変化を背景に長期的な
成長が期待できると考えます。
■グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）

当ファンドは、グリーンボンド、すなわち二酸化炭素の排出量削減や再生可能エネルギー発電能
力の増強など、環境にやさしいプロジェクト向けの資金調達を目的として発行された公社債に投資
を行います。資金使途を環境分野へ限定したグリーンボンドは、近年、環境意識の高まりなどから
発行体の数が増加し、発行する業種にも多様化が見られます。グリーンボンドは、市場規模の拡大
に伴い、今後注目が高まる投資資産と考えています。当ファンドでは、クレジット分析などの一般
的な債券分析の手法に加えて、ＥＳＧ（環境・社会・ガバナンス）の観点からも銘柄を選定するこ
とで優良なグリーンボンドへの投資を行い、安定したリターンを獲得することをめざしていく方針
です。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（予想分配金提示型）

1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2022. 5. 12～2022. 11. 11） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  62円 0. 577％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は10, 677円です。

（投 信 会 社）  （19） （0. 177）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社）  （41） （0. 388）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社）  （1） （0. 011） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ― ―
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用  0   0. 004  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監 査 費 用）  （0） （0. 004） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合　　　　 計  62   0. 581  

（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（予想分配金提示型）

参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1. 69％です。

総経費率
1. 69％

運用管理費用
（投信会社）
0. 35％

運用管理費用
（販売会社）
0. 77％

運用管理費用
（受託会社）
0. 02％

その他費用
0. 01％

運用管理費用
0. 51％

運用管理費用以外
0. 03％

　投資先
ファンド
0. 54％　

当ファンド
1. 15%

総経費率　（　①　＋　②　＋　③　） 1. 69％
①当ファンドの費用の比率 1. 15％
②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0. 51％
③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0. 03％

（注 1）投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）投資先ファンドにおいて、上記以外に含まれていない費用は認識しておりません。
（注 4）各比率は、年率換算した値です。
（注 5）①の費用は、 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 6）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。
（注 7）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注 8）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（予想分配金提示型）

 ■利害関係人との取引状況等
当作成期中における利害関係人との取引はありません。

 ■売買および取引の状況
投資信託受益証券

（2022年 5 月12日から2022年11月11日まで）
買　　　　　　付 売　　　　　　付

口　　　数 金　　　額 口　　　数 金　　　額

国　
　

内

千口 千円 千口 千円
アクサ ＩＭクリーンテック関連株式ファンド
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） 164, 117. 029 220, 000 323, 888. 183 460, 000 

アクサ ＩＭグリーンボンド・ファンド
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） 259, 070. 95 265, 000 348, 204. 017 355, 000 

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）金額の単位未満は切捨て。

 ■組入資産明細表
 ファンド・オブ・ファンズが組み入れた邦貨建ファンド
の明細

ファンド名 当　　　期　　　末
口　数 評価額 比　率

千口 千円 ％
国内投資信託受益証券
アクサ ＩＭクリーンテック関連
株式ファンド（為替ヘッジなし）
（適格機関投資家専用）

1, 344, 788. 993 2, 015, 166 49. 6 

アクサ ＩＭグリーンボンド・
ファンド（為替ヘッジなし）
（適格機関投資家専用）

1, 932, 863. 766 1, 956, 637 48. 1 

合 計
口 数 、 金 額 3, 277, 652. 759 3, 971, 804 
銘 柄 数 ＜ 比 率＞ 2 銘柄 ＜97. 7％＞

（注 1）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注 2）評価額の単位未満は切捨て。

 ■投資信託財産の構成
2022年11月11日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
投資信託受益証券 3, 971, 804 94. 5 
コール・ローン等、その他 232, 039 5. 5 
投資信託財産総額 4, 203, 843 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

 ■資産、負債、元本および基準価額の状況
2022年11月11日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 4, 203, 843, 374円

コール・ローン等 232, 039, 078  
投資信託受益証券（評価額） 3, 971, 804, 296  

（Ｂ）負債 138, 789, 050  
未払収益分配金 114, 460, 609  
未払解約金 483, 235  
未払信託報酬 23, 674, 565  
その他未払費用 170, 641  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 4, 065, 054, 324  
元本 3, 815, 353, 641  
次期繰越損益金 249, 700, 683  

（Ｄ）受益権総口数 3, 815, 353, 641口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10, 654円

＊ 期首における元本額は4, 120, 568, 350円、当作成期間中における追加設定元本額
は321, 245, 585円、同解約元本額は626, 460, 294円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は10, 654円です。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（予想分配金提示型）

 ■損益の状況
当期  自 2022年 5 月12日  至 2022年11月11日

項　　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 △  10, 009円

受取利息 480  
支払利息 △  10, 489  

（Ｂ）有価証券売買損益 230, 195, 945  
売買益 282, 622, 859  
売買損 △  52, 426, 914  

（Ｃ）信託報酬等 △  23, 845, 206  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 206, 340, 730  
（Ｅ）前期繰越損益金 △  234, 777, 233  
（Ｆ）追加信託差損益金 392, 597, 795  

（配当等相当額） （ 151, 895, 197）
（売買損益相当額） （ 240, 702, 598）

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 364, 161, 292  
（Ｈ）収益分配金 △  114, 460, 609  

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） 249, 700, 683  
追加信託差損益金 392, 597, 795  
（配当等相当額） （ 151, 895, 197）
（売買損益相当額） （ 240, 702, 598）
分配準備積立金 109, 516, 650  
繰越損益金 △  252, 413, 762  

（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3） 収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項　　　　目 当　　　期

（ａ）経費控除後の配当等収益  0円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0　
（ｃ）収益調整金 392, 597, 795　
（ｄ）分配準備積立金 223, 977, 259　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 616, 575, 054　
（ｆ）分配金 114, 460, 609　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 502, 114, 445　
（ｈ）受益権総口数 3, 815, 353, 641口

 収 益 分 配 金 の お 知 ら せ
1 万 口 当 り 分 配 金 （税 込 み） 300円

●〈分配金再投資コース〉をご利用の方の税引き分配金は、決算日現在の基準価額に基づいて自動的に再投資いたしました。

・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）
を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
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